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第４世代移動通信システム（ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ）等 
の高度化について 

平成２８年１月２９日 

（株）ＮＴＴドコモ 

資料１７－５ 
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① 移動通信市場の動向（契約者数、トラフィック状況、等） 
 

② ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄに関する国際標準化動向、等 
 

③ 将来のＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄサービスの展望 
 

④ ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ高度化への要望 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

1 
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携帯電話契約者数の推移 

2 

• ＩＴＵの調査では、世界の携帯電話契約者数は約７０億人（２０１５年末推定値）。 

• 国内の携帯電話契約者数は約１．５億人（２０１５年度２Ｑ末現在）。 

日本の携帯電話契約者数の推移 
出典：ＴＣＡ公表データより弊社作成 （http://www.tca.or.jp/database/） 

３Ｇ開始 

ＬＴＥ開始 

ＬＴＥ-Ａ開始 
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（参考） ドコモのＬＴＥ契約者数 

3 

• ２０１０年１２月よりＬＴＥサービスを開始、３ＧからＬＴＥへ順調なマイグレーション。 
（万人） 

46% 

19% 

（年度） 

PDC （２Ｇ） 

W-CDMA （３Ｇ） 

LTE（LTE-Advanced) 

35% 

53% 

計画 
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トラフィック状況 

4 

• モバイルトラフィック量は世界中で増加しており、今後も、ＩｏＴ、５Ｇなど様々なモバイルシ

ステムの利用形態の出現に伴い、継続的に増加していくと想定される。 

• 日本国内では年率約１．５倍で増加（世界では年率約１．６５倍）。 

日本のデータトラヒック量 
出典：総務省公表データ （http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/data/gt010602.pptx） 

世界のデータトラヒック量 
出典：エリクソン・モビリティレポート（2015年11月） 

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/data/gt010602.pptx
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/data/gt010602.pptx
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/data/gt010602.pptx
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２００４ 
年度 

２００５ 
年度 

２００６ 
年度 

２００７ 
年度 

２００８ 
年度 

２００９ 
年度 

２０１０ 
年度 

２０１１ 
年度 

２０１２ 
年度 

２０１３ 
年度 

２０１４ 
年度 

２０１５ 
年度 

ＨＳＤＰＡ開始 

ＬＴＥ開始 

３Ｇ Ａｎｄｒｏｉｄスマートフォン販売開始 

ＬＴＥ Ａｎｄｒｏｉｄスマートフォン販売開始 

ＬＴＥ ｉＰｈｏｎｅ販売開始 

開始 

（参考） ドコモのモバイルデータトラフィックと基地局数の推移 

• スマートフォン登場後、モバイルデータトラフィックは増加の一途。 

• ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ対応基地局は、全国都市に１８,０００局を重点展開。 

5 

ＬＴＥ-Ａ 
（        ） 

ＬＴＥ-Ａ 
（      ） 

（ＬＴＥ-Ａ開始） 
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２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年 ２０１５年 

ＩＴＵ－Ｒ 

３ＧＰＰ 
（ＬＴＥ-Ａ 
検討） 

ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄに関する国際標準化動向、等 

Ｒｅｌ．１１ 

Ｒｅｌ．１０（ＬＴＥ-Ａ主要機能） 

Ｒｅｌ．１３ 

Ｒｅｌ．１２ 

勧告Ｍ．２０１２ 
承認 

第４世代無線Ｉ／Ｆ仕様検討 第４世代無線Ｉ／Ｆ仕様高度化検討 

Ｒｅｌ１０/１１の主要機能 
• ＣＡ（下り、上り同一バンド隣接２キャリア、等）  
• ＭＩＭＯ送受信技術拡張（上り、下り） 
• ヘテロジーニアスＮＷにおけるセル間干渉制御   

（ｅＩＣＩＣ）、更なる拡張 
• 下り物理制御ＣＨの拡張（ｅＰＤＣＣＨ） 
• セル間協調（ＣｏＭＰ）送受信 
• Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｒｅｃｅｉｖｅｒ（ＩＲＣ受信機） 

Ｒｅｌ．１３の主要機能 

• ＬＡＡ 

• ＣＡの拡張 

   （～３２ＣＣ） 

• ｅＭＴＣ（Ｃａｔ．Ｍ） 

• ＮＢ-ＩｏＴ、等 

Ｒｅｌ．１２の主要機能 

• ＣＡ拡張（異バンド上りＣＡ、等） 

• 下り２５６ＱＡＭ 

• Ｄｕａｌ Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ 

• 端末間直接通信（Ｄ２Ｄ） 

• Ｍ２Ｍ向けＬｏｗ-Ｅｎｄ端末カテゴリ 

   （Ｃａｔ．０） 

• ３ＧＰＰにおける仕様検討では、Ｒｅｌ．１０においてＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ主要機能が策定

されており、その後、更なる高度化を目指して仕様検討が続いている。 

6 
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• 異なるバンドを用いる上りＣＡの無線関連規定 
• ＦＤＤとＴＤＤのＬＴＥキャリア（不連続 ｏｒ 連続の周波数帯）を束ねた送受信 
     （最大１００ＭＨｚ幅）を行い、伝送速度を高速化 

 
• 異なる基地局のＬＴＥキャリアを束ねて

送受信を行い、伝送効率を向上 

 
• 近くにいる携帯端末を発見し端末間で

基地局を介さず直接通信 

 
• 変調多値数の増大による伝送速度の向上 

 
• 端末機能を削減し、低コスト化を実現する端

末カテゴリ（Ｃａｔ．０）を規定 

３ＧＰＰ Ｒｅｌ．１２主要機能の概要 

7 

• Ｒｅｌ．１２において主要技術として検討された機能の概要は以下の通り。 

ＦＤＤ 

ＴＤＤ－ＦＤＤ ＣＡ 

ＴＤＤ 

（Ｐｕｂｌｉｃ Ｓａｆｅｔｙ ＆ Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ Ｕｓｅ） 

Ｉｎｔｅｒ－ｂａｎｄ Ｕｐｌｉｎｋ ＣＡ 

ｆ（ＭＨｚ） 

eＮＢ 

２５６ＱＡＭ 

最大帯域幅 ２０ＭＨｚ 

ＭＩＭＯ なし 

下り最大 
伝送速度 

１Ｍｂｐｓ 

Ｄｕｐｌｅｘ Ｈａｌｆ-Ｄｕｐｌｅｘ 

ＵＥ Ｃａｔｅｇｏｒｙ ０ 

ＣＡ拡張 

Ｄｕａｌ Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ Ｄ２Ｄ 

下り２５６ＱＡＭ 

Ｍ２Ｍ向けＬｏｗ-Ｅｎｄ端末カテゴリ 

eＮＢ 

eＮＢ＃１ eＮＢ＃２ 
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国際的なＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄの導入状況 

8 

• １５年７月現在で、４５か国、８８事業者がＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄを商用導入済み 
    （出典：ＧＳＡ http://gsacom.com/） 

 

http://gsacom.com/
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２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 

国際動向 

国内動向 

国内におけるＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ商用導入状況、等 

ＬＴＥ-Ａ主要機能＠３ＧＰＰ 

第４世代移動通信システム 
技術的条件検討＠情通審 

３．５ＧＨｚ帯割当 

商用導入＠既存周波数 

ＬＴＥ-Ａ高度化検討＠３ＧＰＰ 

ＩＭＴ-Ａ無線Ｉ／Ｆ検討＠ＩＴＵ-Ｒ ＩＭＴ-Ａ無線Ｉ／Ｆ高度化検討＠ＩＴＵ-Ｒ 

制度整備、等 
＠３．５ＧＨｚ帯 

制度整備 
＠既存周波数 

運用開始＠３．５ＧＨｚ 

• 国内では、２０１４年度から各社が既存帯域においてＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄを導入済み。 

• ２０１４年１２月に割当てられた３．５ＧＨｚ帯においては、各社とも１６年３月運用開始

を計画している。 

世界の多くの国で 
ＬＴＥ-Ａの商用導入
が行われている（※） 

（※）報道資料などを基に弊社作成 

9 
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• ２０１５年１０月に３００Ｍｂｐｓサービスを導入。２０１６年度に「３７０Ｍｂｐｓ」を予定。 

ドコモの下りＣＡ高速化計画 

10 

２０１５年度 ２０１６年度 ２０１７年度 ２０２０年度 

２２５Ｍｂｐｓ 

３００Ｍｂｐｓ 

~１Ｇｂｐｓ 

５Ｇ 

 
開始  

高度化 
（３ＣＣ） 

２６２.５Ｍｂｐｓ 

２０１４年度 

速度UP 

  
３.５ＧＨｚ帯 

（ＴＤＤ） 

ＭＩＭＯ 

高度化 
等 

２０１５年９月 

２０１５年１０月 

２０１６年度 

ＣＡ 

  １１０Ｍｂｐｓ 

  １５０Ｍｂｐｓ 

  １１０Ｍｂｐｓ 

3.5ＧＨｚ 

１.７ＧＨｚ 

3.5ＧＨｚ 受信時最大 ３７０Ｍｂｐｓ 
同
時
利
用 
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• 導入済みの下りＣＡの組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• その他 

下りＣＡ組み合わせ 受信時最大速度 エリア※ 開始時期 

１．７ＧＨｚ（２０ＭＨｚ） ８００ＭＨｚ（１０ＭＨｚ） ２２５Ｍｂｐｓ 東名阪 １５年３月 

２ＧＨｚ（１５ＭＨｚ） １．５ＧＨｚ（１５ＭＨｚ） ２２５Ｍｂｐｓ 全国 同上 

２ＧＨｚ（１５ＭＨｚ） ８００ＭＨｚ（１０ＭＨｚ） １８７．５Ｍｂｐｓ 全国 １５年４月 

２ＧＨｚ（１５ＭＨｚ） １．７ＧＨｚ（２０ＭＨｚ） ２６２．５Ｍｂｐｓ 東名阪 １５年９月 

１．５ＧＨｚ（１５ＭＨｚ） ８００ＭＨｚ（１０ＭＨｚ） １８７．５Ｍｂｐｓ 全国 １５年１０月 

２ＧＨｚ（１５ＭＨｚ） １．５ＧＨｚ（１５ＭＨｚ） ８００ＭＨｚ（１０ＭＨｚ） ３００Ｍｂｐｓ 全国 同上 

（参考） 導入済みの下りＣＡの組み合わせ、等 

11 

（※） 販売スポットなど限定導入エリアを除く 

多値変調方式 
下り：６４ＱＡＭ 
上り：１６ＱＡＭ 

レピータ、ブースタ 非再生中継方式を導入済み 
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ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ高度化への要望 

12 

• 周波数の有効利用を促進すると共に、よりよいサービスを提供するため、
すでに３ＧＰＰにおいて仕様が確定している技術については、既存業務と
の共用条件に配慮しつつ、速やかに国内市場へ導入できるように制度
整備を行うべきと考えます。 
 

• 特に、ユーザ体感の向上、サービスの新たな可能性につながる通信速度
の高速化や、増加しつづけるトラフィックを収容するために必要な容量向
上に資する技術については、積極的に最新仕様を取り入れて行くべきと
考えます（上りＣＡ、下り２５６ＱＡＭ、等）。 
 

• また、再生中継方式のレピータ・ブースタは、カバレッジ向上に資する技
術であることから、技術基準の策定を行うことが望ましいと考えます。 



© ２０１６ ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ、ＩＮＣ． Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ． 

• ３ＧＰＰ仕様では、上りＣＡ時の端末最大空中線電力、不要発射強度等は、ＣＡを行わな
い場合と同じであり、共用検討パラメータが前回情通審（※）から変更がなく、既存業務へ
の影響は前回と同じ（下図参照）。 

• また、端末最大空中線電力が同じなので、端末の比吸収率（ＳＡＲ）の最大値も既存端
末と同等以下となるため、電波防護指針の観点からも追加検討は不要。 

• 下りの多値変調化についても、送信電力や不要輻射の規定に変更がないため、既存業
務への影響は変わらない。 

既存業務への影響について 

13 

Ｂａｎｄ Ｘ Ｂａｎｄ Ｘ 

Ｂａｎｄ Ｙ 

スプリアス
レベル規定 

スペクトラム
マスク規定 

Ｂａｎｄ Ｙ 

＜端末から単一送信の場合＞ ＜端末上り複数送信の場合＞ 

同一バンド内 
連続キャリア送信 

同一バンド内 
非連続キャリア送信 

異なるバンド 
における送信 

（※） 情通審携帯電話等高度化委員会報告（平成２５年７月２４日） 「第４世代移動通信システム（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）の技術的条件」 

帯域外
領域 

スプリアス
領域 
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（参考） 共用検討パラメータ比較（端末送信） 

14 

項目 前回の情報通信審議会（※） 今回 

空中線電力 ２３ ｄＢｍ 全送信キャリア合計２３ｄＢｍ 

空中線利得 ０ ｄＢi 同左 

給電線損失 ０ ｄＢ 同左 

アンテナ指向
特性 

オムニ（水平、垂直とも） 同左 

隣接チャネル
漏えい電力 

 下記、又は、-５０ｄＢｍ/３．８４ＭＨｚの高い値 
  -３３ ｄＢｃ （ＢＷ Ｃｈａｎｎｅｌ/２+２．５ＭＨｚ離調） 
  -３６ ｄＢｃ （ＢＷ Ｃｈａｎｎｅｌ/２+７．５ＭＨｚ離調） 
 下記、又は、-５０ｄＢｍ/ＢＷ Ｃｈａｎｎｅｌの高い値 
  -３０ ｄＢｃ （ＢＷ Ｃｈａｎｎｅｌ離調）  

同左（送信キャリア毎に規定） 

スプリアス 
強度 

９ｋＨｚ-１５０ｋＨｚ 
１５０ｋＨｚ-３０ＭＨｚ 
３０ＭＨｚ-１ＧＨｚ 
１ＧＨｚ-１８ＧＨｚ 

-３６ｄＢｍ/１ｋＨｚ 
-３６ｄＢｍ/１０ｋＨｚ 

-３６ｄＢｍ/１００ｋＨｚ 
-３６ｄＢｍ/ＭＨｚ 

同左（送信キャリア毎に規定） 

スペクトラム
マスク 

右表 同左（送信キャリア毎に規定） 

送信フィルタ
特性 

ー 同左 

その他損失 ８ ｄＢ（人体吸収損） 同左 

ΔfOOB 

(MHz) 

チャネル幅 
測定 
帯域幅 

20MHz 40MHz 60MHz 80MHz 100MHz 

±0-1 -21 -24 -26 -27 -28 30kHz 

±1-5 -10 -10 -10 -10 -10 1MHz 

±5-20 -13 -13 -13 -13 -13 1MHz 

±20-25 -25 -13 -13 -13 -13 1MHz 

±25-40 -13 -13 -13 -13 1MHz 

±40-45 -25 -13 -13 -13 1MHz 

±45-60 -13 -13 -13 1MHz 

±60-65 -25 -13 -13 1MHz 

±65-80 -13 -13 1MHz 

±80-85 -25 -13 1MHz 

±85-100 -13 1MHz 

±100-105 -25 1MHz 

スペクトラムマスク特性 

共用検討時の端末送信パラメータ 

（※） 情通審携帯電話等高度化委員会報告（平成２５年７月２４日） 「第４世代移動通信システム（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）の技術的条件」 
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項目 
前回の情報通信審議会（※１） 

今回 
通常基地局 小セル基地局 

空中線電力 ３６ ｄＢｍ/ＭＨｚ ２０ ｄＢｍ/ＭＨｚ 同左 

最大 
空中線利得 

１７ ｄＢｉ（※２） ５ ｄＢｉ 同左 

給電線損失 ５ ｄＢ ０ ｄＢ 同左 

アンテナ指向
性特性 

右図１ オムニ 同左 

送信空中線高 ４０ ｍ １０ ｍ 同左 

最大 
チャネル帯域幅 

１００ＭＨｚ （※３） 同左 

隣接チャネル漏
えい電力 

 下記、又は、-１３ ｄＢｍ/ＭＨｚの高い値 
  -４４．２ ｄＢｃ （２０ＭＨｚ 離調） 
  -４４．２ ｄＢｃ （４０ＭＨｚ 離調） 
 参照帯域幅は１８ＭＨｚ 

同左 

スプリアス強度 
３０ＭＨｚ-１ＧＨｚ： –１３ ｄＢｍ/１００ｋＨｚ 
１ＧＨｚ-１８ＧＨｚ：-１３ｄＢｍ/ＭＨｚ （※） 

（※） 周波数帯の端から１０ＭＨｚ以上の範囲に適用 
同左 

スペクトラム 
マスク 

規定なし 同左 

送信フィルタ 
特性 

図２ 同左 

基地局の送受信アンテナパターン（垂直面） 基地局の送受信アンテナパターン（水平面） 

図１ 基地局アンテナパターン特性 

図２ 基地局の送受信フィルタ特性 

共用検討時の基地局送信パラメータ 

（※１） 情通審携帯電話等高度化委員会報告（平成２５年７月２４日） 「第４世代移動通信システム（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）の技術的条件」 
（※２） ７００ＭＨｚ、８００ＭＨｚ、９００ＭＨｚ帯は１４ｄＢｉ。それ以外は１７ｄＢｉ。 
（※３） ３．５ＧＨｚ帯以外は最大２０ＭＨｚ。 
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